
　

令
和
4
年
10
月
21
日
㈮
に
、
東
京
・
港
区
の
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
鳳
凰
の
間
に
お
い
て
「
T
K
C
タ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
2
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
18
回
目
の
開
催
と
な
る
「
T
K
C
タ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
平
成
16
年
（
2
0
0
4
年
）
に
第
1
回
が
開
催
さ
れ
、
毎
回
、
税
理
士
の
皆
さ
ま
に
と

っ
て
参
考
と
な
る
事
柄
を
テ
ー
マ
と
し
て
企
画
し
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
大
企
業
の
経
理
財
務
担
当
幹
部
の
方
々
、
ま
た
共
催
の
公
益
財
団
法
人
租

税
資
料
館
の
ご
協
力
を
得
て
、
学
術
関
係
者
や
税
理
士
を
目
指
す
学
生
等
に
も
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
よ

り
行
い
ま
し
た
が
、
会
場
参
加
者
約
2
4
0
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
約
3
0
0
名
、
計
5
4
0
名
と
多
数
の
方
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
共
催
の
公
益
財
団
法
人
租
税
資
料
館
、
後
援
の
T
K
C
全
国
会
並
び
に
講
演
や
研
究
発
表
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

午
前
の
部
は
、「
租
税
法
律
主
義
と
税
理
士
の
あ
る
べ
き
姿
」
と
題
し
て
T
K
C
北
海
道
会
研
究
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
税
理
士
の
使
命
と
税
理
士
像
の
確
認
、
馬
券

払
戻
金
事
件
や
財
産
評
価
基
本
通
達
6
項
の
適
用
が
争
わ
れ
た
令
和
4
年
4
月
の
最
高
裁
判
決
を
題
材
に
、
租
税
法
律
主
義
と
税
務
通
達
の
関
係
、
今
後
の
あ
る

べ
き
税
理
士
像
等
に
つ
い
て
、
研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
は
、
ま
ず
「
租
税
原
則
と
し
て
の
〈
公
平
〉
に
つ
い
て
考
え
る
」
と
題
し
て
藤
谷
武
史
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
か
ら
、
租
税
原
則
に
お
け

る
最
重
要
の
概
念
で
あ
る
「
公
平
」
に
つ
い
て
、
過
去
の
政
府
税
制
調
査
会
答
申
や
法
的
な
観
点
に
基
づ
き
、
時
代
ご
と
の
状
況
・
課
題
に
応
じ
て
変
遷
し
て
き
た

「
公
平
」
を
現
在
に
お
い
て
論
じ
る
こ
と
の
意
義
等
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
国
税
不
服
審
判
所
及
び
審
査
請
求
の
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
─
─
国
税
不
服
審
判
所
創
設
後
半
世
紀
が
経
過
し
て
」
と
題
し
て
伊
藤
繁
国
税
不
服
審

判
所
長
か
ら
、
国
税
不
服
審
判
所
創
設
後
半
世
紀
お
よ
び
不
服
申
立
て
制
度
の
改
正
か
ら
6
年
が
経
過
し
た
現
在
に
お
け
る
国
税
不
服
審
判
所
お
よ
び
審
査
請
求

の
状
況
や
任
期
付
審
判
官
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

T
K
C
税
務
研
究
所
は
、
今
後
と
も
「
T
K
C
タ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
を
は
じ
め
と
し
て
、
信
頼
で
き
る
税
務
情
報
等
の
提
供
を
通
じ
て
、「
租
税
正

義
の
実
現
」
と
「
関
与
先
企
業
の
発
展
」
に
貢
献
す
る
税
理
士
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
微
力
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

「
T
K
C
タ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
2
」
の
開
催
に
つ
い
て

Ｔ
Ｋ
Ｃ
税
務
研
究
所
所
長　

谷
口
裕
之
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